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の生産技術の向上によってさらに反収が増大した場合　　な自脱コン㌧ペインが望まれるであろうと考えられる。

には現在の能力のものでは不足であり，さらに高能率

省　力　稲　作　作　業　体　系

伊藤　俊一・三浦　貞幸・高橋　英一

（秋田県鳥試）

1．　ま　え　が　き

水稲作の目標を収量J St／ha．投下労働時間500

hr／haにおき，1989年田植機，自脱型コソバイソ

を基幹とした機械化作業技術の組立試験を実施した。

加えて本体系の生産費および負担面濱の試算をも行な

ったので，その概要を報告する。

2．　試．験　方）去

1．試験圃場：県農試内，雄物川沖積埴壌土の225

竹LX48竹れ＝1．08ha区画圃場。

2．供託水稲品種：レイメイ

5．：おもな供試機械：55P Sトラクターとその各

第1表　　水稲　の生育収量

作業機，稚苗土付甫用ひも首式2粂植田植機，背負式

動力散粉散粒兼用乳　2条刈自脱型コソパイン，循環

式テンパリング乾燥機。

5．試験結果と考察

1．水稲の生育収量

本田初期が低温に経過したため初期生育が不良とな

り，その後天候の回復により徐々に回復したが，出穂

期は8月15日であった。さらに萱熟期の低温寡照に

加え，もんがれ病が多発し，萱熟不良となり収量は占．5

t／haで目標の845％に止まった（第1表）。この

主因は萱熟歩合，玄米千粒重の低下による。

品 種 名
田 植

期 日
栽　　 低　 密　 度 出 穂 期 程　 長 穂　 長

？げ当 り

穂 数

1 穂

もみ数

萱 熟

歩 合

玄 米

1 0 0 0

粒 重

1 0 a
当 り

玄米 重

レイ　メイ
5 月 5 4 0 cmLX 1 2．5 cm 8 月 m m 本 粒 ％ グ Kダ

8　日 2 5．5　株／ ？げ 1 5 日
8 0．8 1 9．0 5 5 4 7 4 8 7 占．2 2 0．0 8 5 2．4

2．主要作業の方法と能率

（1）播種作業：土入れまでを播種準備作業として播

種巳前に行ない，清水・播種・覆土は5人で29枚／hr

であった。

（2）田植作業：トラクター作業方向に対し直角に植

付し，5人の組作業で50～d O a／日の能率で枕地

は手植えとした。また首速報は田植作業前に1日2回

必要量を運援した。

田植機の能率を1日50～d O aとし，本県におけ

る稚苗移植の作寧幅を5月5［ト5月25日とみれは，

気象条件を考慮した実稼働日数は約19日前後とみら

れるので，1シーズソ1台当り利用可能面領はおよそ

10ha程度とみられる。しかし実際には第1図にみ

られるように田植作業と育苗管理および代かき整地作

業が競合するので負担面語はこれより少なくなる。

（3）除草：除草剤散布は背負式動力散粉散粒兼用機

（散粒用20仇ホース付）を使用した。．散布能率は1．1

～1．4ha／hrであり，1日およそ10ha一　内外散布

可能とみられた。散布精度は，スエップM20粒剤に

ついて調査したところ，ホースの手元および先端1刑

くらいが少な目であったが，比較的むらも少なく，散

布帽18吼程度で体系内に利用できる。

（4）収穫作業：自脱塾コソ′くイン収穫とし，2人の

組作業で圃場作業量5・1a／hrであり，1日約50aの
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下

（作業別）
種子予措

播種準備
播　　　種

育苗管理
堆肥運搬
元肥施肥
耕　　　起

代かき・整地
田　　　植

除草剤散布
追　　　肥

第1図　春の作業別作業期間

能率であィた。なお収穫した生もみは火力乾操した。

5．作業別投下労働時間

作業ごとの投下労働時間を県平均値に比載すると第

2表のとおりである。全作業の中で目立つものは，田

植，除草，収唾作業の大幅な省力効果であり，従来の

作業体系の5大労働ピークを崩すことが可能となった。

全作業時間合計では目標の500hr／baには及ばなか

ったが，d20hr／haに短縮された。このうち水管∃聖

については，労働時間の測定が困難であり，県平均値

の15．5hrを引用したが，これが500br／ha体系で

第2表　作業別投下労働時間（hr／10a）

本 試 験 の 作 業 体 系 県　 平　 均 （8 4 5 ）

種 子 予 措 8 5　二h r 1．1 h r

育 代 一 切 a d 9．5

本 田 耕 起 0．4 4 5

元　　　 肥 5．5 8．9

本　 田 整 地 4 8 占．‘

田　　　 植 5．5 2 4 2

除　　　 草 1 0．5 2 1．5

追　　　 肥 5．2 1．8

病 害 虫 防 除 0．8 1．8

水　 管　 理 1 5．5 1 5．5

収　　　 穫 4 5 4 8．9

も み 乾 燥 2．7 0．5

も　 み す り 4 4 4 8

合　　　 計 8 1．9 1 4 2．4

柱．県平均値は19d8年秋田県農林水産統計年報に
よる。

は全体の27％を占めることになり（実際には基盤整

備圃場の場合は，清排水施設の完備により短縮になる），

目標投下労働時間産成上大きな障害となっている。

また，田植，除草作業の省力効果が目立つものの十

分とはいい難い。すなわち，田植では枕地を機械移植

することにより組作業人数5人を2人にすることが可

能である。除草では除草剤の綬章効果が不十分で，か

なりの労働投下となっているが，除草剤の適正使用に

より手取り，ひえ抜き等がさらに省力できる可能性が

高いので500hr／ha．達成への一応の目途が得らhた。

4　生産費用の試算

試算の施行にあたり，要した労働費，機械費，種苗

費，肥料費，防除費，その他資材費を生産費用とし，

達物費，水利費，地代，資本利子等は除外した。なお

価格は時価とし，労働費は時間あたり平均単価を151

円としたほか，機枕費は経営規模8haを想定し，耐

用年数は農林省「農畜産葉月固定資産評価基準」によ

り年間固定費は年間固定比率

購入価格－10％（残存価賂
耐　用　年　数

：÷購入価格＋捻修理係数

を購入価格に乗じたものとした。

玄米収量を不体系も500Eク／叫県平均5．750Ⅹグ／ha，・

玄米単価154円（1968　5等米）として粗収入の試算を

した結果によると第5表のとおり，県平均に対比して

本体系が機械費が増加，連に労働費が大幅に蔽少して，

結局玄米15DKグ当り生産費が約900円少なく，この機

械化体系の大幅な経済効果が訊められた。

第5表　生産費用の試算（ha当り）

本試 験 の作 業 体 系

r E 詣 号 おけ う
県　 平　 均

（8 4 5 ）

粗 収 入 生 産 物 8 4 4，2 0 0 円 7 7 7こ8 2 0 円

生

種　 苗 費 占，d 4 0 5，5 1 0

肥 料 費 4 8．8 9 9 5 5．8 5 0

産

費

防 除 費 4 1．5 5 0 8 5 0 0

諸 資 材 費 1 7こ9 1 0 1 9．9 2 0

椴 械　 費 1 2 5．O d S 8 1，7 7 0

用 労 働 費 8 5，5 5 8 1 8 1．5 1 0

合　　 計 5 0 5．2 1 8 5 1 ロ．2 4 0

収　　　　　　 益 5 4 0，9 8 2 4 6 ス5 8 0

玄 米 1 5 0 K ク当 り

生 産 費　 用
ス2 2 0 8 1 2 2

玄 米 1 5 0 K g 当 り

労 働 時　 間
1 1．9 h r 5 占．2 11 r

労 働 時 間 1 時 間

当　 り　 所 得
1．0 8 5 円 5 5 8 円
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5．負担面穀の試算

この結果をもとにして，各作業の組作業人数4人以

下と想定し，可能と考えられる機械化作業体系の負担

面着およびha当り作業時間を試算した。その場合1

日当り作業時間は拘束作業時間を原則として8時間お

よび10時間とし，機械整備，移動などの圃場外作業

を除く1日の実作業率を80％とした。また，実作業

日数は，許容作業期間のうちから「秋田地方屋外労働

可適蓑」（昭和57年八郎潟対策室作成）により推定

される作業不適日数を除いた日数とした。

弟4表　　負担面積およびh a・当り所要時間の試算

試算結果は第4表のとおりで，本体系の負担面額は，

仝作業機の作業別負担面語のうち基幹作業である収榛

（自脱型コソパイン）および田植（田植機）の負担面

積により規制され，それぞれの結果によると8・1ha，

11．4haとなるので本体系の最大許容経営点検は自脱

型コン㌧ペインの稼動限界8ha　とみられる。これをも

とにしてさらに幾枚拡大を計るとすれば，収穫機，田

植機の導入台数を増加するほか，一部作業の労力分散，

組作業人数の増加と各作業労力の適正配分について考

慮する必要がある。

　 項 目

作 業 名

級 械 名 と

使 用 条 件

1 時 間

当 り

圃 場

作 業 量

作　 業　 日　 数 1 日 当 り作 業 量
負 担

面 承

h a 当 り所 要 時 間

許 容 作 業 期 間
実 作 業

日 数

実 作 業

時 間

圃 場

作 業 量

機 械

利 用

時 間

組 作 業

人 員

労 働

時 間

延 作 業

時 間

育

種　 子　 予　 措 人 力

ト レ ー ラ ー

人 力

播 種 機

人 力

a

‘n d

月 日 月 日

5 ．2 0 ～ 4 15 2 7

h r

a O

h

4 8

h a

1 5 0．9

h

1．0

2．0

人

2

b r

1．d 5

h r

5 ．5

床　 土　 準　 備 15．2 5 ．2 0 ～　 4　 5 1 5 〝 1．1 14 5 2 ヱ 5 7 15 ．1

播 種 準 備

播　 種

青 首 管 理

12 ．8 4 1 ～　 4 1 5 1 5 〝 1．0 15 ．0 2 ス8 5 15 ．7

苫 4 5 ．2 4 15 ～　 4 5 0 1 6 〝 5 ．d 5 7 6 5 2．2 1 8．8

5 ．8 4 15 ～　 5 ．2 0 5 8 〝 n S 10．8 1．0 2 2 8．5 1 5 2．6

施

肥

堆　 肥　 運　 援 ト　 レ － ラ － 14 9 5．2 0 ′－・ 4 1 0 1 8 〝 1．2 2 1．6 4 0 5 8 ．7 1 2 0．1

堆　 肥　 散　 布 マ ニアスプ レタ： 5 0．0 4 1 0 ～　 4 5 0 1 8 〝 4 0 72 ．0 2 ．0 5 2 ．0 0 8 ．0

珪　 カ　 ル 散 布 ラ イ ム ソ ワ ー 10 5．0 〝 1 0 〟 a 2 8 2 ．0 1．0 5 8 9 7 2 ．9

熔　 解　 散　 布 〝 1 5 8．9 〟 1 0 〝 1 1．0 1 10．0 n 7 5 n 7 5 2．2

肥　 料　 散　 布 ブ ロー ドカス ター 15 6．9 〟 1 0 〝 1 1．0 1 10．0 0．7 5 8 7 5 2 ．2

耕 整

起 地

耕　　 起

荒 代 か き

ロ　 ー　 タ リ　－ 2 5．8 4 1 5 ～　 4 5 0 1 5 〝 2．0 2 8．0 5，9 1 5 ．9 0 5 ．9

代 か き ′、ロ ー 12 ．5 5 ． 1 ～　 5．2 0 1 8 〟 1．0 18 ．0 8．0 5 a D O 2 4 0

植　 代　 か　 き 〟 8 5 〝 1 8 〝 0．7 12 ．8 占．D 2 1 2．0 4 24 1

田

植

首 達 我蔓

田　 植

補　 値

ト　 レ － ラ － 2 0，0 5 ． 5 ～　 5．2 5 1 9 〝 1．° 5 0．4 5 ．0 1 5．0 0 5 ．0

田　 植 機

人　 力

7 5 〝 1 9 〝 n d 1 1．4 15 ．7 2 15 ．7 0 2 ス 4

5 5 ．5 〝 1 9 〝 乙 7 5 1．5 2 5．0 0 8．0

除 除 草 剤 散 布 5 回 散 粒 ホ ー ス 18 0．5 5 ．1 0 ～　 ヱ 1 0 2 8 〟 14 4 1 2 4 8 1．8 4 1．°5 8．8

革 ひ え 抜 き　 2 回 人　　　　 力 1 5．0 6．2 5 ～　 鼠 1 0 2 2 〝 1．2 1 2 ．0 4 15 ．0 0 6 0．0

追　　　　 肥　 5　回 散　 粒　 機 5 ス 0 5 ．1 0 ～　 ヱ5 0 5 2 〝 5．0 5 2 ．0 8 ．1 5 a l O 2 4 5

病 害 虫 防 除　 4 回 散 粉 ホ ー ス 2 8 5．7 占． 5 ～　 a 2 0 2 9 8．4 1 8，2 15 2 ．0 1．8 4 1．4 0 5 ．d

水　　　 管　　　 理 5 ． 5 ～　 a 5 0 1 7 0．0

収 調 枕　　 地　　 X U バ　 イ　 ン ダ ー 5 7 1 鼠 1 5 ～ 1 0．15 2 7 a O 4 8 1 2 4 2 1．8 2 1．7 5 5．5

倭 機　 械　 収　 穫 自 脱 コンバ イ ン 5．1 〟 2 7 占．4 n S 8 1 1 9．d 2 1 9．8 □ 5 9．2

乾 も　 み　 乾　 燥 乾　 燥 ： ：枚 ヱ5 〟 5 1 a O n d 18 ．d 1 5 ．5 2 1 5．5 5 2 占．7

燥 整 も　 み　 す　 り も み す り 機 a d 10．2 0 ～ 1 1．5 0 4 2 〝 n 7 2 9．4 1 1．0 4 1 1，占5 4 占．5

合　　　　　　 計 10 4 2 4 9 9．5

4．　ま　　と　　め

本体系の機械化作業技術組立試験の結果，従来の作

業体系の労働ピークが解消され，田植，除草，収穫作

業の大幅省力が可能となる。この結果をもとにした負

担面酷の試算では，本体系の最大経営歳槙は8ba　と

想定され，姐作業人数を4人とみれば2～5戸の共同

形式が見込まれる。また経営規模8haでは本体系の

機械導入で経済的に成立可能なことが推定される。

なお投下労働時間は田植，除草，水管理の合理化に

より500hr／ha，収量は蕾熟歩合，玄米千粒重の向

上を図ることによってス5t／baが可能と思われる。


